










































































































































































































































1994 35,480 9,318 44,798 818 215 1,033
1995 20,938 9,931 30,869 478 226 704
1996 21,657 10,087 31,744 492 230 722
1997 21,738 10,571 32,309 493 240 733
1998 22,218 11,385 33,603 503 258 761
1999 22,002 11,487 33,489 496 259 755
2000 20,912 10,493 31,405 472 236 708
2001 20,880 10,820 31,700 470 243 713
2002 20,623 11,937 32,560 464 269 733
2003 25,968 13,534 39,502 464 242 706
2004 24,278 13,335 37,613 434 238 672
2005 24,813 13,768 38,581 442 245 687
2006 25,017 13,047 38,063 443 231 674
2007 24,427 13,098 37,525 428 229 657
2008 24,540 12,900 37,439 429 225 654
2009 24,278 12,954 37,232 423 226 649
2010 24,030 12,609 36,639 419 220 639
2011 24,196 12,509 36,705 420 217 637
2012 24,107 13,106 37,212 422 229 651
2013 23,656 13,354 37,010 415 234 649
2014 23,545 12,177 35,722 415 214 629
2015 23,716 10,589 34,305 418 186 604









































































































































































項目 排出方法 収集形態 収集頻度 収集主体
可燃ごみ 指定ごみ袋 ステーション収集 週2回 市（直営・委託）
不燃ごみ 指定ごみ袋 ステーション収集 週1回 市（直営・委託）
粗大ごみ 粗大ごみ処理券貼付 戸別回収 申込制 委託業者
有害ごみ 指定なし 拠点回収 個別持込 委託業者



































家 庭 系 事業系
合 計
可燃ごみ 粗大可燃 計 可燃ごみ
2006 19,433 186 19,619 12,228 31,847
2007 19,143 177 19,320 12,288 31,608
2008 19,334 176 19,510 12,101 31,611
2009 19,022 179 19,201 12,035 31,236
2010 18,570 212 18,782 11,735 30,517
2011 18,698 211 18,909 11,645 30,554
2012 18,694 185 18,879 12,204 31,083
2013 18,234 205 18,439 12,495 30,934
2014 18,311 192 18,503 11,545 30,048
2015 18,378 203 18,581 9,948 28,529

































不燃ごみ 粗大不燃 計 不燃ごみ
2006 5,278 120 5,398 819 6,217
2007 4,981 126 5,107 809 5,916
2008 4,897 133 5,030 799 5,829
2009 4,950 127 5,077 919 5,996
2010 5,106 141 5,247 874 6,121
2011 5,148 139 5,287 864 6,151
2012 5,096 132 5,228 902 6,130
2013 5,091 126 5,217 860 6,077
2014 4,917 125 5,042 632 5,674
2015 4,987 148 5,135 641 5,776

















































































選 定 枝 落 葉・草
合 計
収 集 持 込 計 収 集 持 込 計
2006 766 1,715 2,481 454 374 828 3,309
2007 830 1,908 2,738 468 427 895 3,633
2008 1,081 2,080 3,161 475 459 934 4,095
2009 1,380 2,208 3,588 201 413 614 4,202
2010 1,598 2,235 3,833 0 399 399 4,232
2011 1,625 2,319 3,943 0 372 372 4,315
2012 1,592 2,605 4,197 0 321 321 4,518
2013 1,574 2,497 4,071 0 271 271 4,342
2014 1,560 2,825 4,385 0 330 330 4,715
2015 1,602 3,118 4,720 0 339 339 5,059































年 度 繊維類 紙 類 金属類 びん類 空き缶 ペットボトル 合 計
2006 528 6,657 529 1,110 595 367 9,785
2007 520 6,411 475 1,120 547 383 9,457
2008 491 5,935 433 1,122 528 378 8,888
2009 507 5,460 449 1,111 496 366 8,390
2010 511 5,189 438 1,134 477 370 8,118
2011 533 5,056 458 1,102 446 371 7,967
2012 486 4,830 444 1,079 418 363 7,620
2013 452 4,577 445 1,054 390 346 7,265
2014 394 4,066 423 1,036 361 321 6,601
2015 380 3,619 406 1,012 334 305 6,055








































































































































































































































































































































































































































































（19） 平成8年度 意見書の反映結果,「第1回 野
田市新清掃工場建設候補地選定審議会 次第」，
p.10。
（20）「平成29年度版 野田市のごみの出し方 資源
の出し方」，野田市，p.3。
（21） 平成22年度,「第1回 野田市新清掃工場建設
候補地選定審議会 次第」，p.16。
（22） 野田市役所環境部清掃計画課への聞き取り調査，
2017年11月。
（23） 現状と課題,「第1回 野田市新清掃工場建設
候補地選定審議会 次第」，p.8。
（24）「平成29年度版 野田市のごみの出し方 資源
の出し方」，p.3。
（25） 野田市のごみ処理の現状,「野田市一般廃棄物
処理基本計画（ごみ編）」，p.12。
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注
（26） 焼却施設概要，「第1回 野田市新清掃工場建
設候補地選定審議会 次第」，p.23,「平成29年
度第1回野田市清掃工場等環境保全協議会配布資
料」，平成29年5月16日，野田市，p.18,「清掃
事業の概要―平成29年度―」，平成29年12月，
野田市，p.22。
（27）「平成29年度第1回野田市清掃工場等環境保全
協議会配布資料」，p.26。
（28） 施策2：リサイクルの推進,「第4回 野田市新
清掃工場建設候補地選定審議会 次第」，平成23
年10月15日，野田市，p.11。
（29） 野田市自然経済推進部農政課からのデータ。
（30） 野田市堆肥センター，野田市のHP。
（31） 野田市自然経済推進部農政課への聞き取り調査,
2017年11月。現在も「一般，業者，団体等につ
いて現時点でも剪定枝，草落ち葉を分けて数値化
しているが，あくまでも参考数値として利用して
いる」という。
（32）「平成29年度版 野田市のごみの出し方 資源
の出し方」，p.14。
（33） 野田市役所環境部清掃計画課からのデータ。
（34） 関宿クリーンセンターの和解に至る経緯，「第
1回 野田市新清掃工場建設候補地選定審議会
次第」，pp.3334。
（35）「平成29年度第2回野田市清掃工場等環境保全
協議会配布資料」，平成29年11月21日，野田市，
p.20。
（36） 野田市清掃工場等環境保全協議会設置条例，野
田市条例第25号，野田市。
（37）「平成29年度第1回野田市清掃工場等環境保全
協議会配布資料」，「平成29年度第2回野田市清
掃工場等環境保全協議会配布資料」。
（38） 会議録，「第17回 野田市新清掃工場建設候補
地選定審議会」，平成24年7月14日，野田市，
p.20。
（39）「野田市清掃工場等環境保全協議会配布資料」，
平成27年度第1回，第2回，平成28年度第1回，
第2回，平成29年度第1回，第2回,野田市。
（40） 候補予定地地元自治会代表の協議会委員会での
発言,「平成29年度第2回野田市清掃工場等環境
保全協議会配布資料」。
（41） 43 年齢別人口，「平成27年国勢調査の調査
結果の反映について」，野田市。
（42）「ごみ分別一覧表」，「鎌ヶ谷市住所別 ごみ出
し曜日一覧表」，鎌ヶ谷市。
（43）「有価物回収運動で」，「鎌ヶ谷市事業仕分け」，
鎌ヶ谷市。
（44） 柏市環境部環境サービス課への聞き取り調査，
2017年12月，柏市のHP。
（45） 流山市のHP。
（46） 春日部市環境経済部資源循環推進課への聞き取
り調査。
（47） 審議会の報告，「第4回野田市新清掃工場建設
候補地選定審議会」。
（48） 野田市役所環境部清掃計画課からの聞き取り調
査。
（49） 植田和弘，岡敏弘，新澤秀則，『環境政策の経
済学』，日本評論社，1997年，pp.226228。家庭
でのごみ焼却（野焼き）は廃棄物処理法で禁じら
れている。
（50） 野田市に比べて約3万人人口の多い流山市にあ
るクリーンセンターのごみ焼却施設の処理能力は
1日当たり207tであり，野田市清掃工場の145
t/日と比較して約1.4倍の処理能力を持つ。新清
掃工場の処理能力95t/日との比較では，野田市
の場合は流山クリーンセンターと比較して，半分
以下の処理能力である。
（51） 平成29年度第2回野田市清掃工場等環境保全
協議会答弁より，平成29年11月21日。
（52）「長期低酸素ビジョン」，中央環境審議会地球環
境部，平成29年3月，p.8。
（53） 同上，p.8,p.14,「パリ協定の概要（仮訳）」，
環境省のHP,p.1。
1「一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）」，白井・鎌
ヶ谷環境衛生組合，平成15年3月。
2 植田和弘，岡敏弘，新澤秀則，『環境政策の経済
学』，日本評論社，1997年。
3 会議録，「第17回野田市新清掃工場建設候補地選
定審議会」，平成24年7月14日，野田市。
4 柏市環境部環境サービス課への聞き取り調査，
2017年12月。
5 柏市のHP。
6 春日部市環境経済部資源循環推進課への聞き取り
調査。
7 春日部市のHP。
8 鎌ヶ谷市のHP。
9 金田正明，「野田市の学校給食に関する一考察：
北部小学校を例にとって」，情報と社会，江戸川大
学紀要第25号，2015年。
10 ごみ分別一覧表，［鎌ヶ谷市住所別 ごみ出し曜
日一覧表］，鎌ヶ谷市。
11 審議会の報告，「第4回野田市新清掃工場建設候
補地選定審議会」，平成23年10月15日，野田市。
12「清掃事業の概要―平成29年度―」，平成29年
12月，野田市。
13「第1回野田市新清掃工場建設候補地選定審議会
次第」，平成23年8月21日，野田市。
14 第一章 総則，第一条，「廃棄物の処理及び清掃
に関する法律」。
15「第3回野田市新清掃工場建設候補地選定審議会
次第」，平成23年10月1日，野田市。
16「第4回野田市新清掃工場建設候補地選定審議会
次第」，平成23年10月15日，野田市。
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